
● 基調講演「誰もが孤立する世のなかで」 講師：玄田 有史

● 調査結果の全体報告

報告者：鈴木 晶子（一般社団法人インクルージョンネットかながわ 代表理事）

● 調査検討委員によるパネルディスカッション

パネリスト：新保 美香（明治学院大学社会学部教授）
明石 紀久男（NPO法人遊悠楽舎代表／一般社団法人インクルージョンネットかながわ 理事）
石井 正宏（NPO法人パノラマ 代表理事／一般社団法人インクルージョンネットかながわ理事）
田代 美花（NPO法人遊悠楽舎／県立青少年センターひきこもり相談補助員）

厚生労働省 平成28年度社会福祉推進事業

「生活困窮者自立相談支援事業における中高年ひきこもり者と
その家族への効果的な支援に関する研究」報告会

中高年齢化するひきこもり者と
家族への支援を考える

主催 ： 一般社団法人インクルージョンネットかながわ
後援 ： 鎌倉市

［日時］ 2017年3月22日（水） 13：00～16：00
（受付12:30～）

［会場］ 鎌倉商工会議所会館 ホール
（鎌倉市御成町17-29 地下1階）

参加費無料
先着１２０名
（要予約）

TEL 0467‐46‐2119お問合せ MAIL incl@inclusion-net.jp

お申込み http://kokucheese.com/event/index/455199/

東京大学社会科学研究所教授
博士（経済学）
【受賞】 2002年日経・経済図書文化賞、サントリー学芸賞（政治・経済部門）等
【専門】 労働経済学・希望学
日本における雇用の創出・喪失、若者の労働問題等を研究
近年はＳＮＥＰ（孤立無業者）の研究にも取り組んでいる
主な著書「仕事のなかの曖昧な不安」、 「ジョブ・クリエイション」「希望のつくり方」等

ひきこもっている人びとが40代、50代と中高年齢化していることが、今、社会課題となっています。

今年度、インクルージョンネットかながわでは、中高年齢化しているひきこもり者を生活困窮者
自立支援事業でどう支援していくのか、調査研究を行ってきました。
ひきこもり者支援について、ご一緒に考える機会にしたいと思います。ぜひご参加ください。

講師：玄田 有史


